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令 和 8 年 度 の 供 用開 始 へ 向け 前 進！
藤久保地域
拠 点 施 設
整 備 事 業

－施設整備準備担当新設－

令和 3 年度から新設された施設マネジメント
課に藤久保地域拠点施設整備準備担当が設置
されました。都市計画や建築に関する知識を
有する職員が集結し、誰もが利用しやすい施
設をつくることをめざして準備を進めていま
す。今後は、施設に必要な性能や効率的な発
注方法などの検討を進め、令和 8 年度の供用
開始をめざし、取り組みを続けていきます。

みんなの居場所となる
開かれた施設へ

オンライン説明会 皆さんの意見を募集

横山 八重子さん

協働のまちづくりネットワーク
に所属し、みよしっ子野菜市
の開催などに携わっています。

藤久保地域拠点施設
のことならおまかせ

藤久保地域拠点施設
整備準備担当藤久保地域拠点施設
整備準備担当

町HPで事業の説明
動画を公開していま
す。施設の構想や計
画などを4つの動画
で紹介していますの
でぜひご覧ください。

5月中旬以降に、皆
さんの意見を募集す
るパブリック・コメン
トを実施します。具
体的な日程は町HP
でお知らせします。
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公民館をよく利用していますが、
ちょっと座って話ができるよう
な場所が少ないと感じています。
新しい施設には、誰もが気軽に
立ち寄って町の情報を得たり、
自身の活動を発信したりできる、
オープンな雰囲気の場所ができ
たらいいなと思います。

施設の老朽化などを見据え、小学校と公共施設を複合化する「藤久保地域拠点施設整備事業」。
今年度から藤久保地域拠点施設整備準備担当を新設し、さらに準備を進めていきます。
問 施設マネジメント課 藤久保地域拠点施設整備準備担当 内 455

農業遺産
コンシェルジュ養成講座

落ち葉堆肥農法を体験
令和3年度農業遺産農業塾

江戸時代から伝わる「武蔵野の落ち葉堆肥農法」を活用した農業体験をして
みませんか？野菜の種まき・肥培管理・収穫など一連の農作業におけるノウ
ハウをを地域の指導農業士から直接教わる絶好の機会です。体験の中でみよし
野菜の試食なども行います。

※受講者には後日、ガイドマニュアルを贈呈します。
※内容と場所は変更になる場合があります。

▶定員：20人程度（応募者多数の場合は町内在住者優先）

▶対象：就農を検討している人・農業大学校などへ進学予定または在学中の人・
　家庭菜園など農業に興味のある人

▶申込み：観光産業課へ電話・FAX・メールのいずれかで申し込み。

 　 観光産業課農業振興担当 内 212問

 　 観光産業課農業振興担当 内 212問

日程 内容 場所
6/19 ㈯ 開校式・じゃがいも収穫・にんじん種まき

農業センター・
体験ほ場

（上富 1555-2）

10/16 ㈯ にんじんの収穫・葉物野菜の種まき・講演
11/27 ㈯ さといも・葉物野菜の収穫・講演

1 月 体験落ち葉掃き※・講演
3/5 ㈯ じゃがいもの作付け・閉校式

日程 内容 場所

6/12 ㈯ 開校式
三富地域の歴史（文化・価値観および社会組織） 中央公民館

7/17 ㈯ 平地林（ヤマ）の生物（農業生物多様性） 農業センター
多福寺境内

8/28 ㈯ 三富の景観（ランドスケープ） 農業センター
12 月 むらづくり天皇杯（食糧および生計の保障） 農業センター

1 月 落ち葉堆肥農法を知ろう（地域の伝統的な知識システム）
体験落ち葉掃き・認定証授与式 多福寺松林庵

▶対象：武蔵野の落ち葉堆肥農法に関心のある人
▶定員：20人程度（応募者多数の場合は町内在住者優先）
▶申込み：観光産業課へ電話・FAX・メールのいずれかで申し込み。
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※体験落ち葉掃きは保険料（100円程度）がかかります。

ポイント❶ ポイント❷
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町民の皆さんの 声

三芳町に伝わる農法「武蔵野の落ち葉堆肥農法」の魅力を、観光客や視察関係者などに伝える
コンシェルジュになりませんか？今年の 2月に世界農業遺産への認定申請が承認され、世界
的にその重要性を認められた「武蔵野の落ち葉堆肥農法」の歴史や文化を学ぶ養成講座です。

＋


